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研究成果の概要（和文）：自己シグナリングが満たされておらず、チープトーク働きにくい環境で、(i)チープ
トークによる目標設定がチーム生産に正の影響を与えるか否か、(ii)一定のコストがかかるシグナルがチーム生
産に正の影響を与えるか否か、について私たちは実験による分析をおこなった。
分析の結果、単純なチープトークはチーム生産に与える影響は限定的であるが、チープトークによる目標設定は
チーム生産に正の影響があること、さらに、一定のコストがかかるシグナリングもチーム生産に正の影響がある
ことが分かった。

研究成果の概要（英文）：We conducted analysis by experiment, in an environment where self-signaling 
is not satisfied and it is difficult for cheep talk to work, (i) whether target setting by cheap 
talk has a positive influence on team production, (ii) whether signal with certain cost has a 
positive influence on team production.
 As a result of the analysis, although the influence of simple cheap talk on team production is 
limited, the target setting by cheap talk has a positive influence on team production, and 
furthermore, certain costly signaling is also positive effect for team production.

研究分野： 経済学

キーワード： 調整ゲーム

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 Farrell & Rabin (1996)は、チープトーク
が 機 能 す る た め の 条 件 と し て 、
self-signaling と self-committing を挙げた。
self-signaling は、ある選択肢(以下では選
択肢 A)が、次の 2 条件を満たしていること
をいう(i)選択肢Aを選択するつもりである
時に選択肢Aをとるつもりであると信じて
もらうインセンティブがあること、(ii)自分
が選択肢A以外を選択するつもりである時
に選択肢Aをとるつもりであると信じても
らうインセンティブがないこと。 
 複数均衡があるチーム生産問題において、
上記(i)は満たされているが、上記の(ii)が満
たさていないためチープトークが機能しな
い可能性がある。これによって、チープト
ークを用いても、悪い均衡が発生する可能
性があった。 
 
２．研究の目的 
この問題に対し、チープトークに合意過

程を入れた目標設定が、単純なチープトー
クと比較して、チーム生産に正の影響があ
るか否か、また、コストがかかるシグナル
を用いることでチーム生産に正の影響があ
るか否かを、実験によって調べるのが本研
究の目的である。 

 
３．研究の方法 
関西大学経済実験センターにおいて、関西

大学の学生を被験者とする実験を行った。実
験においては、PC 上で動作する実験用プログ
ラム（z-Tree）を用いて行った。 
なお、申請時点では存在していなかった先

行研究となる論文の影響で、申請時の計画か
ら一部修正した実験デザインを用いて実験
を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 合意過程を入れた目標設定 
ミニマムゲームというチーム生産問題で

効率的均衡に達する事が困難であるとされ
ているゲームにおける共同目標の設定効果
について実験を行い分析した。この実験では、
先行研究で行われていたチープトークと、本
研究で開発した合意過程を入れた目標設定
の比較を行った。その実験結果、チープトー
クと比べ、目標設定が、チーム生産を上昇さ
せ、最も効率的な均衡に到達する頻度を著し
く上昇させる事が確認された。この結果につ
いて学会報告を行った。 
(2) コストがあるシグナルによるタイプ伝達 
目標設定の際に、コストがあるシグナルに

よりタイプを伝える事によって協調率があ
がりチーム生産が上昇するかの実験を行い
分析した。分析の結果、チームメンバーが 2
人の場合は協調率が極めて高く、一方、チー
ムのメンバー数が 6人の場合でも、チーム生
産が上昇するがメンバー数が増えたことに
より協調率が減少することが分かった。この

結果を学会で報告すると共に、ワーキングペ
ーパーにまとめた。 
(3) コストがあるシグナルによる行動伝達 
コストがあるシグナルにより協力意思を

伝える事によって協調が達成されるかの実
験を行い分析した。シグナルに反応した行動
がみられたが、シグナルによるチーム生産の
上昇は限定できである事が分かった。 
(4) チーム生産の費用分担問題の理論 
一時的なプロジェクトの負担分担問題に

関する基礎理論研究を行い、いくつかの基本
的性質を前提とすると、ECSMP よりよい制度
が作れないことが分かった。つまり、比較的
単純な制度しかよい性質をもたない事が分
かった。この結果は、ワーキングペーパーに
まとめカンファレンスで報告した。 
(5) 組織の世代交代がある時のチーム生産 
組織において人が入れ替わる状況を想定

し、前世代による目標設定の効果を分析した。
前の世代の行動も観測できず、目標設定もな
い場合、前世代の行動は観測できるが目標設
定がない場合、前世代による行動は観測でき
目標設定もある場合の３つについて実験を
行った。実験の結果、前世代による目標設定
によるチーム生産の上昇はみられなかった。 
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